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新拠点で本格展開するのが、これま
で完成車メーカーとの取引で培ってき
たプレス金型成形のシミュレーション解

析事業（サイマルテニアスエンジニアリ
ング＝SE）を中心としたサービス。

自動車のボディー部品の生産に欠か
せないプレス金型は通常、設計してから

実物を製作し、トライ＆エラーを経て完
成させていく。

一方、同社のサイマルテニアスエンジ
ニアリングでは、金型設計、トライ、補正ま
でをすべてバーチャル上で行う。プレス時

に起こるゆがみや変形、ねじれなどを予測
し、問題があった場合は設計データを修
正して再度シミュレーションを繰り返すこと
で仕上げる。このやり方により、設計期間
を従来比で3割程度短縮できるほか、そ
れに関わるコストも減らせるという。

ただ、プレス製品に使用する鉄やアル
ミなどの種類、材料特性（伸びや強度）
はメーカーによって異なり開示もされて
いないため、実際は正確なシミュレーショ
ンが難しいとされる。その点、同社はこ
れまで完成車メーカーからの多数の案
件を手掛けてきた実績から、豊富な材
料特性のノウハウを持っており「高精度
のシミュレーションができます」（川井聡

社長）としている。
今回、こうした技術が「豊田ものづくり

ブランド」で評価されたという。「認定
式でも出席者からその場で引き合いが
ありました。手応えをつかんでいます」と
川井社長は話している。

■四半世紀一人の肩に

スウェーデンのことわざに「他人を
走らせようと思ったら、まず自らよく走
ることだ」というものがある。汗水を
流さないスマートな評論家風のトップ
がとかく好まれがちな昨今、株式会社
ナベセイ（中原区井田）を前身である
有限会社渡辺製作所時代から率いる
渡邉敬太社長の半生は、まさに、この
言葉の証明に充てられたようだと言っ
ても過言ではないかも知れない。

祖父の昇氏が1958年に創業し、父
の敏康氏が85年に継承したタップ加
工会社を2001年以降、四半世紀近く
にわたって実質的にほぼ独りで率いて
きたからだ。この間、親族や友人・知人
からのさまざまな縁や支援に恵まれる

一方、大口の得意先の倒産やリーマン
ショックに伴う需要の“蒸発”といった
深刻な経営危機にも直面した。その都
度、プライドをかなぐり捨ててのどぶ板
営業を敢行し、キャッシュフローを改善
させるために父親が買った乗用車を売
却したり、運送会社の夜間のアルバイ
トに身を投じたりもした。
■何があっても廃業はしない
普通の人であれば心が折れかねな

いところであろう。だが、渡邉社長は
違った。石にかじりついても会社を続
け、大きくしていくことが、志半ばにし
て病で倒れた父への何よりの「供養」
になると考えていたことがまず一つ。
そしてもう一つは、幼い頃よりボール
盤やフライス盤に囲まれて育った関係

で、機械いじりが根っから好きだった。
従って、どんなに苦しくても「廃業」

という文字は渡邉社長の頭の中の辞
書にはなく、逆に、舞い込んだチャン
スをとらえては工作機械を買い増し、
事業範囲を金属加工全般へと広げて
いった。　

自ら率先し、明け方近くまで独りで
旋盤と格闘する日々が３年近くも続い
たという。

だが、そういう姿は、不思議と誰か
が見ているものだ。地元企業約300社
で構成し、同社もメンバーとして加盟し
ている協同組合高津工友会などから新
しい仕事が徐々に舞い込むようになっ
た。15年に母の眞理子氏から名実とも
に社長ポストを譲り受けるとそれが加
速した。翌16年には、現在、渡邉社長
の右腕として取締役副社長を務める片
山恵太氏が入社し、取り扱い技術のメ
ニューも拡充した。
■がむしゃらに走り続け
先が見えないコロナ禍の最中も、

渡邉社長は走り続けた。20年には念
願であった５軸マシニングセンタを導
入。22年には横浜市都筑区内に新工
場を立ち上げるとともに、現在の社名
へと変更した。

足元は半導体や通信関連がけん引
する堅調な需要などに支えられ、好業
績を背景に、気がつけば従業員の数
も26人にまで増えていた。かつての、
地獄の窯の淵をのぞいたような鮮烈
な経験も良い意味で過去の1ページ
となりつつある。

そんな中、渡邉社長が進めようとし
ているのが片山副社長への「事業承
継」計画だ。26歳の時に経営に携わり
始めた渡邉社長もはや50歳。気力や
体力が今後、いや応なしに減衰してい
くことが人間の摂理として避けられな
いことを踏まえ、およそ一回りほど若い
片山氏に、10年をかけてナベセイの

舵（かじ）取りを徐々に任せていこうと
いう考えである。「事業承継とは、魂を
受け継ぐようなもの。誰に引き継ぐかは、

『魂を理解している人』が最適だと思
っています」と、渡邉社長。ちなみに、
渡邉社長のご子息に関しては、早い段
階より候補から外れたのだそうだ。

それにしても、同族経営の返上と、
長期間を予定する経営のバトンタッチ
である。これらは、門外漢にはいささ
か奇異に映りかねない決意だ。だが、
これこそ、長きにわたって走り続けた
孤独な長距離ランナーにしか分から
ない「最適解」なのであろう。引き続
き、見守っていきたい。

事業承継とは、魂を受け継ぐようなもの

地域のサプライチェーンを守れ地域のサプライチェーンを守れ

事業承継秘話かわさき発

第8回　ナベセイ

プレス金型設計のワード技研（相模原市中央区清新）は、愛知県豊田市内に
事業所を開設した。拠点を置くことでトヨタ自動車関連の需要を掘り起こすのが
狙い。同社が提供する「プレス金型製作のデジタル領域でのワンストップサービ
ス」が、地元商工会議所などが事務局となって運営する「豊田ものづくりブランド
2024」に神奈川県内企業として初めて認定されたのを機に、現地からの引き合
いも急増しているという。

「豊田ものづくりブランド」に認定
ワード技研、愛知進出し自動車需要開拓

MEMOテクノス（相模原市南区大野
台）は、あらゆる外部センサーと連動し、
社内や現場での放送業務を自動化す
る「ロボットアナウンサー・smart（スマー
ト）」を本格展開する。同製品は、温度や
風速、水位といった、外部センサーとの
連携が可能で、あらかじめ設定した数値
を超えると装置が判断し、現場で働く人
たちに対し、警告や指示をアナウンスす
るもの。人間による確認、放送漏れを防
いで労災防止につなげる。

今年度の「九都県市のきらりと光る
産業技術」にも選ばれた。同社によると、
建設現場では一定の風速を超えると、
作業を中止することが法令で定められ
ている。ただ、従来は人の目で風速計を
確認し、作業中止をアナウンスしていた
ため、確認や放送漏れの恐れがあり、大
事故になるリスクがあった。

その点、同製品を使うことでミスを防
げるという。建設現場のほか、利水関係
の工事現場における水位モニタリング、

屋外作業での熱中症防止対策など、的
確なアナウンスで事故を予防する。放送
内容もSDカードの差し替えで簡単に変
更できる。「外国人労働者が増える中、
今後はアナウンスの多言語対応にも取
り組みます」と、渡邊将文社長は意気込
んでいる。価格は35万円。今年度は30
台の販売を見込む。

MEMOテクノス、建設現場など労災防止つなげる

センサーと連動「放送ロボット」展開

人、金属、樹脂、衣類にもやさしい
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自分を守る！
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メディサイエンス・エスポア株式会社
川崎市幸区新塚越1-2 2-502
TEL 044-511-2214

お買い求めの方はこちら▶

ポストコロナ時代

横浜市中区桜木町1丁目101番地1 
クロスゲート7階

海外の豊富な
ネットワークを活かし
ものづくりマッチングを
サポート

横浜市中区桜木町1丁目101番地1 
クロスゲ ト7階
横浜市中区桜木町1丁目101番地1

ものづくりマッチングを
サポート
販路開拓、業務委託、調達などの相談に乗ります

新年明けましておめでとうございます。
今年も街の葬儀屋さんとして、皆さまに
有益な情報を分かりやすくお届けしてまい

ります。本年
もどうぞよろ
しくお願いい
たします。

前回は、時
代の変化とと

もに変わるご葬儀の在り方について、お寺
さんとのお付き合い方について紹介しまし
た。今回は、その続きをお届けします。

Q.お寺さんに葬儀のお経をお願いし
たいのですが、どのようにすれば良いで
すか？
A.まず、菩提寺（ぼだいじ、お世話にな

っているお寺）に家族が亡くなった旨を電
話などで取り急ぎ伝え、葬儀の依頼をし
ましょう。その際、どのような葬儀形式を
希望するかもお伝えするとスムーズと言
えます。

たとえば、家族数名のみで静かに見送
りたいのか、親戚や友人に参列してもらい
たいのか、それとも故人の会社関係者や
地域の方々にも広くお知らせをして行い
たいのか、具体的な希望を伝えることが
大切です。そしてお寺さんの都合が合う
日程をうかがい、ご家族の予定と調整して
ください。

次に葬儀社に依頼して火葬場の日程

を確保してもらいます。その後、葬儀社
との打ち合わせが済んだ段階で、あらた
めてお寺に足を運び、正式に葬儀を依頼
しましょう。その際、故人の生前の様子
や人となりについてお話しすることもおす
すめします。これにより、戒名（法名）に
故人の特徴が反映される場合がありま
す。
  （fami友葬・清水ふじ代）

社長さんが知っておきたい社長さんが知っておきたい
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